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地球環境局地球温暖化対策課 

１．事業の必要性・概要 

従来は、現状の技術を元に将来の姿を描くフォアキャスティングにより社会や

ライフスタイル等を作りだしてきたが、今後は、将来の社会・環境制約等を見据

え、バックキャストによって未来のあるべき社会やライフスタイルを示した上

で、それを実現するために必要不可欠な技術を開発・実証し、将来に向けて着実

に社会に定着させることが必要である。特に、東日本大震災を経験した我が国で

は、将来及び現下のエネルギー制約を踏まえ、エネルギーの消費が少なくても豊

かな社会・ライフスタイルを実現することが不可欠である。 

本事業では社会・ライフスタイルに関係の深い電気機器に使用されているデバ

イス（電気の制御や光変換等を行う半導体）に係る技術イノベーションを早急に

進め、社会全体でのエネルギー消費及び CO2 の削減を実現する。 

 

２．事業計画（業務内容） 

 民生・業務部門を中心に多種多様な電気機器（照明、空調、燃料電池、パワコ

ン、サーバ、動力モーター等）に組み込まれている各種デバイスを極めて品質の

高い GaN(窒化ガリウム)基板を用いて高効率化し、徹底したエネルギー消費量の

削減を実現する技術開発及び実証を行う。 

具体的には、実用化に近い半導体基板で最も高性能な GaN 基板のうち、最高レ

ベルの品質の基板を開発するとともに、その大型化を行う。この基板を用いて、

最も高性能な光デバイス（LED）、パワーデバイス（ダイオードやトランジスタ

から構成される半導体）を開発する。これを社会で広く使用されている電気機器

に搭載し、実証を経て実用化することにより、社会全体の大幅なエネルギー消費

量の削減を実現する。 

2015(平成 27)年度は、2014(平成 26)年度に作成する高品質 GaN 基板結晶の大

型化、超高効率・高耐圧 GaN ダイオード及びトランジスタの開発、GaN-LED デバ

イスの開発及び一部電気機器等への搭載・検証を行い、2016(平成 28)年度に行

う本格的な実証に向けた開発を着実に進める。 

 

３．施策の効果 

  本事業により生み出された技術が社会に普及することにより従来の単なるエネ

ルギー使用の合理化を超えた社会全体のエネルギー消費量及び CO2 排出量の大幅

削減をもたらすとともに、エネルギー消費が少なくても豊かな社会やライフスタ

イルを創造する。 
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事業概要

委託対象：民間団体・大学等 ※継続事業のみ実施
実施期間：平成26年度～28年度

将来の資源・環境制約等からバックキャストし、未来のあるべ
き社会やライフスタイルを実現するための技術を開発・実証し、
将来に向け着実に社会に定着させることが必要。
特に、将来に渡るエネルギー制約から、エネルギー消費が少な
くても豊かな社会・ライフスタイルを早期に実現することが重
要。本事業により、社会全体の大幅なエネルギー消費量削減の
キーとなる、デバイスの高効率化のイノベーションを実現する。

民生・業務部門を中心にライフスタイルに関連の深い多種多様
な電気機器（照明、空調、サーバー、動力モーター等）に組み
込まれている各種デバイスを高品質GaN（窒化ガリウム）基板
を用いることで高効率化し、徹底したエネルギー消費量の削減
を実現する技術開発及び実証を行う。
平成27年度は、26年度に作成する高品質GaN基板結晶の大型化、
超高効率・高耐圧GaNダイオード及びトランジスタの作成、
GaN-LEDデバイスの作成及び一部機器への搭載・実証を行い、
28年度に行う実機への搭載・実証に向けた開発を着実に進める。

単なるエネルギー使用の合理化を超えた社会全体での大幅なエネ
ルギー消費の削減を実現。
本事業により生み出された技術により、エネルギー消費が少なく
ても豊かな社会やライフスタイルを提示し、その実現につなげる。

本事業により技術成熟度を着実かつ大幅に引き上げ
その後の早期の実用化・市場投入を実現

本事業の技術成熟度目標

社会全体のエネルギー消費の大幅削減とともに、少ないエネル
ギー消費でも豊かな暮らし・ライフスタイルを実現
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